
 

今後の取組等について 

これまでの取組 

○ 「研究倫理アクションプラン」等を策定し（平成２６年３月）、研究倫理

意識の醸成、研究倫理環境の整備のための取組を全学として実施 

○ 分子細胞生物学研究所（以下「分生研」という。）においては、研究所の

サーバーにおいて投稿した論文データの一括管理等の取組を開始 

（平成２５年２月） 

 

今後の取組 

○ 今後、教職員・学生など本学の全構成員に対して、あらためて研究倫理に

ついての研修・教育を徹底し、今後このような事態が生じることのないよう、

全学を挙げて取り組む所存 

○ 渡邊教授の発表した他の論文に関して追加調査を行うとともに、今回の事

案の徹底した検証と、分生研の組織の在り方、本学としての新たな再発防止

策について検討。追加調査の結果と併せて、検証・検討結果をしかるべき時

期に改めて報告 

 


